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サッチモ、デキシーとの出会い

――なぜデキシーランド・ジャズ、ルイ・ア
ームストロングに興味を持ったのですか？
喜雄　40年代まではビッグバンド・ジャズ
が主流でしたよね。でもビッグバンドではど
れだけソロをとってもせいぜい８小節から
16小節程度。そのため当時のミュージシャン
は、より自由を求めてビーバップ、そしてモ
ダン・ジャズへの流れが生まれた。その一方
でジャズのルーツを探ろうという動きもあり
ました。ニューオリンズ・リバイバル（ディ
キシーランド・リバイバル）と呼ばれていて、
その波の余波がモダン・ジャズと一緒に日本
にもやってきたんです。
　河野隆次さんの「リズムアワー」というラ
ジオ番組ではニューオリンズ・ジャズを専門
に流していたし、映画でも「グレン・ミラー
物語」や「ベニー・グッドマン物語」、「５つ
の銅貨」などなどジャズを題材にした映画が
日本で大ヒット。僕がサッチモに魅かれたの
は、そうした影響が強いのです。と同時に
モダン・ジャズも好きで聴いていたんです
よ。アート・ブレイキーが来日し大ブレイク、
八百屋さんの店先で「モーニン」がかかって
いるような時代でした。でもソロに入るとモ
ダン・ジャズは僕には難しくて、スウィン
グ・ジャズやデキシーのほうが聴きやすかっ
たというのもあります。ちょうどそんな時期
に高校に入学してブラスバンドに入ると、先
輩たちもジャズに憧れてグレン・ミラーの曲
を演ったりもしていたんですよ。そこで先輩

からルイ・アームストロングという人を教え
てもらって、今度はルイ・アームストロング
に興味を持つわけです。油井正一さんの『ジ
ャズの歴史』という本にも大きな影響を受け
ました。ルイ・アームストロングの自伝『My 
Life In New Orleans』の原書を見つけて、
苦労して読んでルイ・アームストロングがま
すます好きになり、英語の勉強にもなりまし
たね。大学に進学し、高校時代から出入りし
ていた早稲田大学ニューオルリンズジャズク
ラブに入りました。
――そしてジャズの虜になってしまったと。
喜雄　大学生だった1963年64年頃にすごい
ジャズの巨人の来日ラッシュが起きて、カウ
ント・ベイシー、ライオネル・ハンプトン、
デューク・エリントン、ルイ・アームストロ
ングからエラ・フィッツジェラルドまでたく
さんのミュージシャンが来日しました。ニュ
ーオリンズから幻のバンドと呼ばれるジョー
ジ・ルイス楽団も来日して３ヶ月ほど日本に
いたんだけど、大阪周辺での公演でした。友
達と一緒に夜行列車で大阪まで行くのはいい
けど泊まるお金がなかった。そこで橋の下や
土管のなかで寝泊まりしながらコンサートを
観に行ってました。とにかく聴きたいという
気持ちが強かったんです。そうやって会場に
出入りしているうちにバンドのマネージャー
に気に入られて、裏口から通してもらって舞
台袖から演奏を観せてくれました。それに味
をしめて、コンサートを観るときは必ず裏口
から行くようになりましたよ（笑）。
――早稲田大学ニューオルリンズジャズクラ
ブで恵子さんと出会ったわけですね。恵子さん

とやま・よしお、けいこ　外山喜雄（トランペット、ボーカル、サッチモ、ニューオリンズ＆ジャズ・エ
ッセイスト、オールドジャズ 16mm フィルム・コレクター）、恵子（ピアノ、バンジョー）。デキシー、ス
イング等のオールドジャズに生きるジャズ夫婦。日本ルイ・アームストロング協会会長

Profile

ルイ・アームストロングやマイルス・デイヴィスなど、先頭に立っ
てシーンを引っ張るのはトランペッターだった。とくにルイ・アー
ムストロングはジャズの王様としてリスナーからも演奏者からも愛
され続けている。ここでは“日本のサッチモ”ことジャズ・トラン
ペッターの外山喜雄さん。そして喜雄さんと共にデキシーセインツ
を結成、ピアノとバンジョーを演奏する奥様の恵子さんにお話しを
伺いました。ニューオリンズ滞在時のお話や日本と海外のジャズに
対する考えの違いなど内容盛りだくさんです。 聞き手：星 向紀
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はピアノとバンジョーの両方を弾かれますよね。
恵子　ニューオルリンズジャズクラブにはジ
ャズピアノをやりたくて入りました。でも、
本格的にジャズピアノを学ぶようになったの
はニューオリンズに行ってからですね。バン
ジョーをやることになったのもニューオリン
ズへ行くことが決まってからなんです。

ニューオリンズでの生活

――ニューオリンズに行かれたのはいつです
か？
喜雄　1967年12月30日、横浜から移民船に
乗っていきました。飛行機もあったけど船の
方が安かったのと、荷物をいっぱい持ってゆ

くことができました。当時は、海外へ行く人
が年間20万から30万人程度の時代で、誰も
外国のことなんかわからない。ましてやニュ
ーオリンズなんて月に行くようなものでした
ね（笑）。大学を卒業してからは、一度サラ
リーマンとして働いていたんだけど、またニ
ューオリンズからバンドが来日、今度はバス
に乗せてもらってツアーについて行ったりし
ているうちにジャズ熱が再燃しちゃって。じ
ゃあいっそのことふたりでニューオリンズに
行ってしまおうと。
――どのくらい滞在したのですか？
喜雄　１回目は１年９ヶ月いましたね。大阪
万博の年に日本に帰ってきて半年ほど大阪で
演奏。でも、ニューオリンズが忘れられなく
て２回目の渡米、今度は３年暮らしました。
バリー・マーティンというイギリスのドラマ
ーがバンドを連れてニューオリンズにやって
来て、気に入られて二人で彼のバンドのメン
バーに雇われ１年間ツアーをやりました。
恵子　ニューオリンズには世界中のジャズ好
きが集まるので、そういった人たちと仲良く
なりやすいんですよ。いま思えばとてもいい
経験でしたね。
喜雄　ロンドンに半年いて、そこから大陸に
渡ってコンサート・ツアー。その後アメリカ
国内を３ヶ月ほどツアーしました。お蔭で、
有名ミュージシャンや著名な音楽評論家と出
会い、親しくなることもできたのは貴重な体
験でした。
――ニューオリンズで日本人は珍しがられな
かったですか？
喜雄　もちろん珍しがられましたよね。なの
で、僕らの存在は街中に知れ渡っていたみた
いです。でも、それ以上にかわいがってもら
えましたよ。
恵子　私たちはジャズを勉強することにすご
く貪欲だったので、そういった気持ちも通じ

たのかもしれないですね。門前の小僧じゃな
いけど、サッチモの隣人のような人々と同じ
ような生活をしていたので、ジャズの故郷の
感覚やリズムが自然と身につきました。そこ
での経験が私たちのジャズの血となり、肉と
なっているのでしょうね。
――住む場所はどうされたのですか？
恵子　1963年、ジョージ・ルイス・バンド
と来日したマネージャーが世話してくれて、
彼が経営する有名なジャズ小屋プリザベーシ
ョン・ホールのすぐ近くにあるアパートに入
れてもらいました。
喜雄　アパートの裏がプリザベーション・ホ
ールで、家の中まで音がよく聴こえてきまし
た。ホールは僕らの『学校』でしたね。日本
人もよく知っているニューオリンズで一番な
有名なホールです。ルイ・アームストロング
と同世代や、年上のジャズのパイオニアとも
いえる人々までも演奏していたんです。そこ
へ毎日フリーパス！　時には演奏もさせても
らいました。ホールの鍵までくれてね。
恵子　昼間に、ホールのミュージシャンに来
てもらって、私たちや、ヨーロッパから来て
ジャズを学んでいる『ジャズ学生達』と一緒
にジャムセッションを開いたりもしました。
そうやってジャズを勉強していたんですよ。
喜雄　アパートはバーボン・ストリートに面
したレストランのちょうど裏にあって、僕ら

が住んでた部屋の下にレストランの中庭があ
りました。ある日、部屋で練習していたらレ
ストランのオーナーに呼ばれて怒られるのか
なと思ったら、そこで練習するなら店のパテ
ィオ（中庭）で演奏しないかと言われました。
お金は払えないけど、２食たべさせると言わ
れたので喜んで引き受けましたよ。その場所
で僕と恵子と日本人のベーシスト、スウェー
デンから来たクラリネット奏者の４人で演奏
していました。
――ニューオリンズにはお葬式でジャズを演
奏する風習があるそうですね。
恵子　そうなんです、ジャズのブラスバンド
が出てお墓までは悲しい讃美歌を演奏しなが
ら行進します。でも、お葬式を終えてお墓か
ら戻ってくるときには、ビートがジャズリズム
に変わり、賑やかに演奏しながら行進するん
です。演奏が始まったとたん、みんな飛び跳
ねたように踊り出します。人の魂を突き上げる
力がジャズにはあるんだなと思いました。これ
こそジャズが世界中に広まった理由でしょう。
喜雄　ニューオリンズは亜熱帯でスコールが
あるので、みんな傘を持ち歩くんだけど、そ
れが踊りの小道具になってしまうんです。そ
れから黒人教会もすごいですよ。日曜日のミ
サなんかに行くと、ゴスペルソングがものす
ごくて建物が揺れるくらいスウィングする。
なかには熱気とゴスペルと強烈なリズムで失ニューオリンズ滞在時の外山さんご夫妻

お葬式後に楽隊が演奏をしながら行進する様子。傘までが行進用の小道具に
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神しちゃう人まで出たりして（笑）。
――そういった演奏の場に参加したことは？
恵子　もうしょっちゅうですよ。私はジャズ
バンドの行進について歩くうちにニューオリ
ンズ式のダンスまで覚えました。
喜雄　演奏の仕事ももらえたしね。ちょうど
僕らと同世代のミュージシャンが世界各地か
らやって来ていたから、彼らとバンドを組ん
で低所得層の白人が来るような小さいダンス
ホールで演奏していました。週末３日間演奏
して55ドルもらえました。１ドル360円の時
代で、貨幣価値が違ったんですね…。日本円
にすると２万円くらい。僕が日本でサラリー
マンをやっていた頃の給料が17800円だった
ので、週３日演奏するだけで月８万円、部長
級の給料になってしまったんですよ（笑）。
――ニューオリンズに住んで大変だったことは？
喜雄　仕事があるときはいいけど、不安定で
したよね。日本に帰るべきか、このままアメ
リカに残るべきかという葛藤もありました。
他にはどうかな。危険な街ではあるんだけど、
危ない目には合わなかった。差別もされなか
ったなあ。
恵子　ルイ・アームストロングが亡くなって、
メモリアルのお葬式がニューオリンズで盛大

に行われたときに１度だけカメラのレンズを
盗まれたことがあったけど、それ以外で危な
い目にあったことはないですね。

デキシーセインツの結成

――その後日本に戻られてデキシーセインツ
を結成するわけですね。
喜雄　ヨーロッパへ一緒に行ったバリー・マ
ーティンの楽団は、アメリカの有名ミュー
ジシャンをゲスト迎えてツアーしていまし
た。その経験から学んで、私達もアメリカの
有名ジャズマンを日本に呼びました。結成当
初はアメリカから７、８人招聘してコンサー
ト、そしてレコーディングもしましたね。でも、
仕事が少なくて大変だった時期もありました。
恵子　そう、谷間にさしかかった時期もあり
ました。そんな大変だった時期に東京ディズ
ニーランドが開園して、オーディションを受
けて演奏の仕事ができるようになったのです。
ディズニーの世界での体験からも多くを学び
ました。ディズニーでエンターテインメント
の世界にふれ、私達はサッチモやジャズの世
界をより深く理解できるようになったと思い
ます。サッチモとディズニーは、アメリカを

代表する二人の巨人です。夫婦で50年サッ
チモに仕えて、その半分の25年をディズニ
ーに仕えて…これは私達の誇りです！
――外山さんと言えば「サッチモ祭」も有名です。
喜雄　サッチモ没後10年の1981年に何かイ
ベントをやりたくて始めたのが「サッチモ祭」
です。１日目は銀座ガスホールでサッチモの
映画を上映して、２日目ヤマハホールでデキ
シーセインツのコンサート。で、３日目に大
丸デパートの屋上で、ニューオリンズとサッ
チモを愛する13バンドが参加して「サッチ
モ祭」を開いたんです。毎年楽しみにしてく
れるジャズファンの皆様に支えられて、大丸
東京店の屋上、日本橋東急の屋上、そして恵
比寿ガーデンプレイスのヱビス麦酒記念館と
会場が変わりながら、なんと34年も続けて
きました。残念ながら昨年開催が途切れまし
たが、また是非再開したいと頑張っています。
恵子　当時、関東でトラディショナルなジャ
ズのお祭りをやるのは私達だけだったことも
あって、本当にたくさんの人がいらっしゃっ
てくれましたね。私達の息子も小さいときに
屋上のデパートで走り回っていたのが、大人
になって手伝ってくれるようにまでなりました。
――海外と日本でのジャズをとりまく環境の
違いはなんだと思いますか？
喜雄　日本ではジャズのスタイルの垣根を越
えて交流することが無かったですね。モダン
はモダン、デキシーはデキシー。スタイルを
超えて交わることは本当に少なかったです
ね。でも、今は変わってきている。ジャズっ
て、すべてはニューオリンズが原点で、ビー
バップやモダン・ジャズもそこから繋がって
いるんです。マイルス・デイヴィスもサッチ
モがいなかったら今の俺たちはいなかった、
とも言っていますし。アメリカの場合はモダ
ン、ニューオリンズと、わけた考え方はしま
せん。最近は嬉しいことに、日本でも少しず

つサッチモやニューオリンズなど、トラディ
ショナルへの興味を持つ人が多くなっている
ような気がしますが、業界的にはまだまだモ
ダン・ジャズの志向が強い。でも、僕らから
見るとモダン・ジャズ以前の、いわゆるジャ
ズ全盛時代を聴いていた層の人口はけた違い
に多くて、世界中に何10億といるわけだか
ら、ビーバップ以前のジャズは完全じゃない、
みたいな扱い方をされてしまうのはとても残
念です。
恵子　なぜ今のジャズの形が定着したかとい
うとルイ・アームストロングの音楽がとても魅
力的だったからなんです。彼は別に自分がジ
ャズを創造しようなんて思っていなくて、彼
の人間性そのものがジャズだったんです。日
本ではジャズといえばモダンというイメージ
が植え付けられてしまって、ジャズフェステ
ィバルでも出演するのはモダン・ジャズ以降
を演奏するミュージシャンがほとんど。でも、
そういったところに私たちみたいな人たちが
トラディショナルなジャズを演奏することで、
反対に新しく聴こえるかもしれないですね。
喜雄　ジャズって、譜面が読めなかった黒人
の人たちが耳で聞いたものを演奏したのが始
まりでしょう。耳で聞いたものを演奏するわ
けだから、どうしてもメロディを間違えて
しまう。それでも和音感覚が優れているか
ら、間違ったメロディでも和音から外れてい
ない。それが、アドリブの起源だから難しく
は考えていないんだよね。僕が一番大事にし
てほしいなと思っているのは、ニューオリン
ズに生まれた「ジャズのスウィング感」です
ね。このスウィング感があまりにも楽しくて、
1920年代、ジャズがあっという間に世界中
に広まったんです。ジャズを演奏する人も増
えてきてはいるけど、リズムの乗り方、スウ
ィングの仕方を覚えてほしいですね。
――ルイ・アームストロングに直接会ったことは？現地のミュージシャンと一緒に演奏する外山さんご夫妻（左右ともプリザべーションホールにて）
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喜雄　64年にルイ・アームストロングが京
都でコンサートをした際は楽屋に潜りこみま
した。ノックしてなかに入ったはいいけどモ
ジモジしていたら低いあのダミ声で何か言っ
てるんですよ。横を見ると彼のトランペット
が置いてあったので「May I See ？」と尋
ねたら、ニコニコしながら低い声で何か言っ
てきて。トランペットを手に取って彼の方を
見ると、またニコニコしていたから吹いちゃ
った（笑）。ちょうど彼の演奏を研究してい
たから聴いてほしかったんだよね。マウスピ
ースが僕の口の大きさに合わなくてちゃんと
吹けなかったんだけど。
恵子　ふたりでコンサートを観に行ったんだ
けど、私はとてもじゃないけど楽屋に入るな
んてできなくて。主人が楽屋から出てくると
ぼーっとした顔をしてるんですよ（笑）。
――最後に今後の活動について教えてください。
喜雄　直近では、７月２日に御茶ノ水アテネ
フランセ文化センターで特別例会を開きま
す。『サッチモは世界を廻る』という映画を
上映します。これは僕がヨーロッパをツアー
したときに知り合ったジャズ映画のコレクタ
ーの人から送ってもらった本当にレアな映画
をなんです。その映画をプロ仕様でデジタル
化して字幕を入れたものを公開予定です。サ

ッチモが黒人奴隷の故郷アフリカへ帰る場面
や、若き日のレナード・バーンスタイン指揮
のニューヨーク・フィルと共演する場面もあ
るんです！　夫婦でジャズ、夫婦でサッチモ、
夫婦でニューオリンズ50年（笑）を記念し
たイベントです。
恵子　それからアメリカでの演奏、ニューオ
リンズの「サッチモ・サマーフェスト」への
出演も予定しています。2003年から、13年
続けてデキシーセインツで参加、ジャパニー
ズ・サッチモとして大人気です。一緒にジャ
ズファンの皆さんが参加して「ニューオリン
ズ・NYサッチモの旅」と言うツアーを毎年
行ってきました。残念ながら、それも昨年で
終了しましたが、今年は活動50年を記念し
て私達夫婦で参加、現地のミュージシャンと
一緒にコンサートに出演します。

「サッチモ・サマー・フェスト」の様子

日本ルイ・アームストロング協会 第６０回特別例会
【第１部】 思い出語りと映画『サッチモは世界を廻る』日本語字幕入りノーカッ
ト版初上映

【第２部】懇談会　スナックと歓談（アテフランセ地下カフェテリア）
出演：外山喜雄、恵子、粉川忠範（tb）、広津誠（cl）、藤崎羊一（b）、
山口義憲（司会）
日時：7/2（土）13:30 開場　14:00 ～ 16:30　懇談会（17:00 ～ 18:30）
会場：御茶ノ水アテネフランセ文化センター ４階ホール
会費：WJF 会員￥2,500　一般￥3,000 　懇談会（コーヒー、ケーキ、スナッ
ク）￥1,500　別料金でビール・ワイン
問合せ：日本ルイ・アームストロング協会
TEL：047-351-4464 / FAX：047-355-1004 / E-mail：saints ＠ js9.so-net.ne.jp
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